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行政常任委員会 

 

令 和 ５ 年 ３ 月 １ ６ 日 （ 木 ）               

午 後 ０ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○濵中副委員長   それでは、ただいまより行政常任委員会を開会いたします。  

 本日、村田幸隆委員長、病気のため欠席となっておりますので、私のほうで委員

会の委員長の職務を行わせていただきます。よろしくお願いいたします。  

 それでは、本日の議題に入ります。  

 まず、尾鷲総合病院における議案第２２号、令和４年度尾鷲市病院事業会計補正

予算（第３号）の議決についての説明を求めます。  

○佐野総合病院事務長   総合病院です。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第２２号、令和４年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の

議決について、補正予算書及び予算説明書の内容について御説明いたします。  

 通知をさせていただきます。よろしいでしょうか。  

 それでは、１ページのほうを御覧ください。  

 第１条、令和４年度尾鷲市病院事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。  

 第２条、令和４年度尾鷲市病院事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に

定めた収益的収入及び支出の予算予定額を次のとおり補正する。  

 まず、収入の部として、第１款病院事業収益、既決予定額４３億６ ,６４６万３ ,

０００円に補正予定額９ ,５８５万円を増額し、合計４４億６ ,２３１万３ ,０００

円とするものであります。  

 内訳といたしまして、第２項医業外収益、既決予定額１５億９ ,６６１万１ ,００

０円に補正予定額９ ,５８５万円を増額し、合計１６億９ ,２４６万１ ,０００円と

するものです。  

 次に、支出の部でございますが、支出の部として、第１款病院事業費用、既決予

定額４１億５ ,９８８万８ ,０００円から補正予定額１ ,４１８万４ ,０００円を減額

し、合計４１億４ ,５７０万４ ,０００円とするものです。  

 内訳といたしまして、第１項医業費用、既決予定額４０億４ ,１４０万２ ,０００

円から補正予定額１ ,３９６万６ ,０００円を減額し、合計４０億２ ,７４３万６ ,０

００円とするもの。それと、第２項医業外費用、既決予定額１億１ ,７９８万６ ,０
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００円から補正予定額２１万８ ,０００円を減額し、合計１億１ ,７７６万８ ,００

０円とするものであります。  

 第３条、予算第４条本文括弧書中、（資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る額１億６ ,５７３万４ ,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額７１万４ ,０００円、過年度分損益勘定留保資金１億６ ,５０２万円で補塡する

ものとする。）を（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億６ ,４６８

万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７９万１ ,０００円、過

年度分損益勘定留保資金１億６ ,３８８万９ ,０００円で補塡するものとする。）に

改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。  

 まず、収入の部として、第１款資本的収入、既決予定額５億１ ,０６１万２ ,００

０円から補正予定額１５０万円を減額し、合計５億９１１万２ ,０００円とするも

のであります。  

 第１項企業債、既決予定額２億７ ,８９０万円から補正予定額１５０万円を減額

し、合計２億７ ,７４０万円とするものであります。  

 支出の部として、第１款資本的支出、既決予定額６億７ ,６３４万６ ,０００円か

ら補正予定額２５５万４ ,０００円を減額し、合計６億７ ,３７９万２ ,０００円と

するものであります。  

 第１項建設改良費、既決予定額２億８ ,５０５万円から補正予定額２５５万４ ,０

００円を減額し、合計２億８ ,２４９万６ ,０００円とするものであります。  

 続いて、第４条、予算第５条債務負担行為を次のとおり補正する。  

 追加といたしまして、事項、医師人材紹介業務手数料、期間が令和５年度で、限

度額が１６５万円、また、事項、三重大学東紀州地域医療学寄附研究部門に係る経

費を令和５年度から６年度までの２か年で、限度額２ ,１００万円として計上して

おります。  

 ２ページのほうを御覧ください。  

 続いて、変更といたしまして、院内業務委託、建物・設備保守業務委託につきま

しては、契約により額が確定したことから、限度額をそれぞれ御覧のとおり、減額

変更するものでございます。  

 第５条です。予算第６条企業債を次のように改める。医療機器整備事業の補正前

の限度額２億７ ,８９０万円を補正後の限度額２億７ ,７４０万円とするものであり

ます。  

 第６条、予算第９条に定めた経費の金額を次のように改める。  
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 （１）職員給与費の既決予定額２３億７ ,２５３万５ ,０００円から補正予定額１ ,

３９６万６ ,０００円を減額し、合計２３億５ ,８５６万９ ,０００円とするもので

あります。  

 続いて、３ページのほう御覧ください。  

 こちらは、令和４年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の説明書でありま

す。款項につきましては、先ほど御説明しましたので省略をさせていただきます。  

 まず、（１）収益的収入及び支出のうち収入の部、２項医業外収益、２目補助金、

２節国県補助金９ ,５８５万円の増額は、新型コロナウイルス感染症対策事業補助

金によるものであります。  

 次に、支出の部、１項医業費用、１目給与費１ ,３９６万６ ,０００円の減額は、

支払い実績等に基づき精査した結果、給料、手当、法定福利費が減額となることに

よるものであります。  

 ２項の医業外費用２１万８ ,０００円の減額は、主に３目雑支出、１節雑支出の

控除対象外消費税の減によるものであります。  

 次に、（２）資本的収入及び支出のうち収入の部、１項企業債、１目企業債１５

０万円の減額は、医療機器整備事業における事業額の確定によるものであります。  

 続いて、支出の部、１項建設改良費、１目資産購入費、１節器械備品購入費２５

５万４ ,０００円の減額は、入札により器械備品購入費の減によるものであります。  

 ４ページ、５ページのほうを御覧ください。  

 こちらは、令和４年度の予定キャッシュ・フローの計算書でありますが、令和４

年度１年間の現金の増減を表わすものであります。５ページの下段のほうにありま

すが、今年度末の資金期末残高が１２億３ ,０５２万９ ,０００円となる見込みであ

ります。  

 続いて、６ページ、７ページのほうを御覧ください。  

 給与費明細書であります。給与費及び法定福利費の合計は２３億７ ,２５３万５ ,

０００円から１ ,３９６万６ ,０００円を減額し、２３億５ ,８５６万９ ,０００円と

するものであります。  

 続いて、８ページ、９ページのほうを御覧ください。  

 こちらが令和４年度の予定損益計算書であります。補正後の予定では、９ページ

の下から３段目にありますが、当年度純利益、こちらが３億１ ,５０４万円の黒字

となる見込みであります。  

 １０ページからは、尾鷲市病院事業会計の予定貸借対照表及び注記のほうを記載
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しております。  

 以上が令和４年度尾鷲市病院事業会計補正予算書（第３号）及び予算説明書の説

明でありました。御審議のほど、よろしくお願いいたします。  

○濵中副委員長   補正予算に係る説明をいただきました。  

 御質疑のある方は挙手をお願いいたします。よろしいですか。  

○南委員   補正予算書の３ページの国県補助金、この補正で約９ ,５００万ばかり

のコロナの補助をいただいて、合計１２億ちょっということで、コロナ補助のおか

げで、ここ最近、病院の収支におかれましては、先ほども説明であったように、期

首残高が１２億あるということで、本当に驚くような２桁ぐらいの違いの数字が、

顕著にコロナの補助のおかげで現れてきたんですけれども、いかんせん、反面、直

の病院医業収益と支出、まともに引いてしまうと、かなりの大きなマイナス額、８

億、９億の支出になると思うんです、繰入れがなければということで。補正につい

ては、数字的にはいいわけなんですけれども、１点だけ、入院の病床稼働率、コロ

ナで五十何床ですか、１回分空けて、５５床か。病床稼働率のところだけ教えても

らえんかいね。  

○高濱総合病院総務課長   稼働率について、トータル２５５床を考えますと、５

０ .幾つで推移しております。  

○南委員   コロナの分を差し引くとどうなります、そうすると。通常、当院は、

コロナ前から予算を組む場合、恐らく七十数％の稼働率ということで予算は組んで

みえたと思うんですけど、出ますか。  

○高濱総合病院総務課長   コロナの休止病床を引いたとしても５５％ぐらいで推

移しています。  

○南委員   通常的に公立病院は赤字部門も結構あるんですけれども、平均的には

７０％以上がなけな相当の、経営的には苦しきってくると思うんです。そういった

ことで、これあくまでも補正ということで、今年度の黒字は３億１ ,５００万とい

うことなんですけれども、また、新年度のほうで併せて質疑は行わせていただきま

す。  

 特に補正の中で、医師の数が少ない中で、コロナの件もあり、救急業務もそうで

すけれども、かなり病院スタッフが努力されて、最小限の痛手で運営なされたと思

うんです。そういった件に対しては、病院長をはじめ感謝をいたすところなんです

けれども、新年度は、またドクターが皆さんのおかげで内科４、外科１、整形１と

いうことで、かなり増えるということなんですけれども、そういった中で、特に市
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長にお尋ねしたいんですけれども、今回、補正予算の審査をされているということ

で、数字的には現れておるんですけれども、新年度については、恐らくコロナのほ

うも補助金としたら若干出るかもしれませんけれども、ほとんどがあまり見込めな

いと思うんです。そういった意味で、４年度は少ない中、一生懸命、皆さんが頑張

っていただいたんですけれども、特に市は、令和４年度の病院経営について、主に

どういったところに一番着眼点を置いて、病院のほうも何回か見えて、経営会議の

中でも指導をされてきて、またドクターとどういった話合いで、この４年度は、病

院経営を重点的にどこに力を入れてやってきましたか。それだけ、まずお聞かせを

願いたいと思います。  

○加藤市長   令和４年度を振り返ってみますと、まず４月の時点で、院長代行を

１人、産婦人科でお出迎えしたというような中でスタートしたわけなんですけれど

も、依然として、コロナ禍の状況の中で病院が、正直言って、医師、看護師に非常

に負担をかけた中で大変だったと。そういったあれで、院長が退任いたしまして、

要するに、病院の組織自体が大変な状況で、院長代行が院長に１年間という形の中

で、何とか病院をまとめていっていただいたと。コロナの状況で、要するに入院を

敬遠される方も結構いました。それと同時に、病院の医師不足ということもありま

した。ましてや整形外科が常勤医が１人で、非常勤が１人で、要するに入院、ある

いは救急体制が、正直言って不足していたと。そういった中で、どうやって病院経

営を維持するかということで、一方では、病院スタッフのいろんな経営感覚といい

ますか、確かに１２億ほどの補助金を頂きましたけれども、本来であれば、これ以

上出ていません。これぐらい出ていません。結構いろんな国の補助金をうまく活用

しながら１２億という数字を達成して、今期、令和４年度は３億以上の黒字を出す

予定であったと。  

 確かに収益面、費用面からいって、医業収益面から言ったら、正直言って、委員

御指摘のとおり、１２億ほどのマイナスでございますけれども、御指摘のとおり、

入院体制が医師不足でもって、あるいはコロナの影響でもって、正直言って取れな

かったことは事実です。  

 ですから、さっき課長が説明しましたように５０％、コロナの病棟を除いても五

十五、六％、当然のことながら、我々としては、大きな収益源となるのは、入院収

益が非常に大きな感じでした。  

 ただ、本来はもう少し駄目になるのかなと思った外来収益のほうが、徐々にでは

ありますけれども、元に戻ってきたかと。そういう体制を、そういう経営状況を見
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ながら、まずは令和５年度をどういう体制でいくのかということは、病院関係者全

員が、令和５年度に向かっての体制づくりということでやってきました。  

 その中で、これから令和５年度の当初予算の説明に入りますけれども、いかんせ

んファジーな部分もまだございます。その中で、令和６年度から開始します強化プ

ラン、これをきちんとやっていきながら、病院体制を固めていきたいと。そういう

ことを常に事務長以下に指示しまして、病院の先生方での医療経営に対する意識を

持っていただいて、頑張っていただいたというのが令和４年度であったと、私はそ

ういうふうに認識しております。  

○濵中副委員長   よろしいですか。  

 他にございますか。よろしいですか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○濵中副委員長   そうしましたら、次に、議案第１７号、令和５年度尾鷲市病院

事業会計予算の議決についての説明を求めます。  

○佐野総合病院事務長   それでは、続きまして、議案第１７号、令和５年度尾鷲

市病院事業会計予算の議決について、予算書及び予算説明書の内容について御説明

いたします。  

 通知させていただきます。  

 それでは、１ページのほうを御覧ください。  

 まず、総則、第１条、令和５年度尾鷲市病院事業会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。  

 業務の予定量、第２条、業務の予定量は次のとおりとする。（１）病床数、一般

病床１９９床、療養病床５６床。（２）患者数、入院１日平均１５５人、年間延べ

５万６ ,６４９人、外来１日平均３５２人、年間延べが８万５ ,４６８人。  

 続いて、収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。収入の部として、第１款病院事業収益４１億１ ,５８８万１ ,０００

円、第１項医業収益３５億６９８万円、第２項医業外収益６億８８０万１ ,０００

円、第３項特別利益１０万円。支出の部として、第１款病院事業費用４４億７ ,１

８１万円、第１項医業費用４３億５ ,２２１万円、第２項医業外費用１億１ ,９１０

万円、第３項特別損失５０万円。  

 続いて、資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億３ ,３２４万１ ,

０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４７万７ ,０００円、
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過年度分損益勘定留保資金２億３ ,２７６万４ ,０００円で補塡するものとする。）。  

 収入の分として、第１款資本的収入５億２１０万９ ,０００円、第１項企業債１

億９ ,８５０万円、第２項負担金３億３６０万７ ,０００円、第３項投資返還金１ ,

０００円、第４項寄附金１ ,０００円。  

 支出の部としては、第１款資本的支出７億３ ,５３５万円、第１項建設改良費２

億３５８万２ ,０００円、第２項企業債償還金５億２ ,４５６万８ ,０００円、第３

項投資７２０万円でございます。  

 ２ページのほうを御覧ください。  

 続いて、債務負担行為です。第５条、債務負担行為をすることができる事項、期

間及び限度額は、次のとおりと定める。まず、事項、学資貸与金、期間が令和４年

度から令和９年度まで、限度額１ ,７４０万円。そして、事項、薬剤師奨学金返還

支援助成貸与金、期間が令和６年度から貸付対象奨学金の返還が満了する日または

貸与総額が５４０万円に達するいずれか早い日まで、限度額１ ,０８０万円であり

ます。  

 企業債。第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次

のとおりと定める。起債の目的、医療機器整備事業として、限度額を１億７ ,８４

０万円とするものと、起債の目的を附帯設備整備事業として、限度額を２ ,０１０

万円とするものでございます。起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりで

ございます。  

 続いて、一時借入金。第７条、一時借入金の限度額は６億円と定める。  

 予定支出の各項の経費の金額の流用。第８条、予定支出の各項の経費の金額を流

用することができる場合は、次のとおりと定める。まず、（１）令和５年度尾鷲市

病院事業会計予算中不足を生じる場合、款内各項の全額。  

 議会の議決を経なければ流用することができない経費。第９条、次に掲げる経費

については、これらの経費の金額をこれらの経費のうち他の経費の金額に、もしく

はこれら以外の経費の金額に流用し、またはこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。（１）職員給与費２４億

４ ,７０８万円、（２）交際費３０万円でございます。  

 ３ページのほうを御覧ください。  

 他会計からの補助金。第１０条、病院群輪番制病院運営事業のため一般会計から

この会計へ補助を受ける金額は１ ,７６６万円である。  

 たな卸資産購入限度額。第１１条、たな卸資産の購入限度額は７億６ ,６０４万
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４ ,０００円と定める。  

 重要な資産の取得。第１２条、重要な資産の取得は、次のとおりとする。１、取

得する資産、種類は器械備品、名称はＣＴ装置、数量は一式。これと、もう一つ、

１、取得する資産が種類、器械備品、名称は乳房用エックス線撮影装置、数量は一

式とするものでございます。  

 続いて、４ページのほう御覧ください。  

 令和５年度の尾鷲市病院事業会計予算実施計画であります。款項につきましては、

先ほど説明をさせていただきましたので省略をさせていただきます。  

 まず、（１）収益的収入及び支出でございます。  

 収入の部。１款病院事業収益、１項医業収益は、１目入院収益、１節入院収益２

０億９ ,１３５万１ ,０００円。  

 ２目外来収益、１節外来収益１３億２ ,２１４万５ ,０００円であります。入院収

益及び外来収益につきましては、後ほど資料のほうで御説明をいたします。  

 次、３目健診収益３ ,３４３万１ ,０００円の内訳は、１節一般健診収益２ ,３４

０万４ ,０００円のほか、２節脳ドック収益から５節の乳児健診収益まで、御覧の

各健診収益であります。  

 ４目その他医業収益６ ,００５万３ ,０００円の内訳は、１節室料差額収益が３ ,

０１７万５ ,０００円、２節公衆衛生活動収益が９１５万５ ,０００円、３節その他

医業収益が２ ,０７２万３ ,０００円であります。  

 続いて、２項医業外収益です。１目負担金、１節一般会計負担金２億４ ,２４５

万３ ,０００円は、一般会計からの繰入金のうち収益的収支に係る分で、資本的収

支に係る繰入金と合わせますと５億４ ,６０６万円となり、前年度と比較して７ ,６

６８万９ ,０００円の増額となっております。これにつきましては、令和３年度に

導入いたしましたリニアック装置、それと、電子カルテに係る起債の元金償還が令

和５年度から始まることから、増額となることが主なものでございます。  

 続いて、２目補助金４ ,５５８万５ ,０００円の内訳は、１節一般会計補助金１ ,

７６６万円で、尾鷲市分の病院群輪番制病院運営事業補助金であります。２節国県

補助金１ ,２２６万５ ,０００円は、産科医等確保支援事業補助金等でございます。

３節その他補助金１ ,５６６万円は、紀北町分の病院群輪番制病院運営事業補助金

であります。  

 ３目寄附金、１節寄附金が１ ,０００円。  

 ４目患者外給食収益、１節の患者外給食収益が１０７万１ ,０００円で、５目の
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長期前受金戻入３億１６１万２ ,０００円の内訳は、１節国県補助金長期前受金戻

入が１ ,３４３万６ ,０００円、２節その他長期前受金戻入２億８ ,８１７万６ ,００

０円で、これらは資産の減価償却に合わせまして、補助金等を戻入するものでござ

います。  

 ６目その他医業外収益、１節その他医業外収益は１ ,８０７万９ ,０００円で、テ

レビカードほかの収益であります。  

 ３項特別収益は、１目過年度損益修正益、１節過年度損益修正益で１０万円であ

ります。  

 続いて、５ページのほうを御覧ください。  

 支出の部であります。  

 １款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費２４億５ ,９９３万５ ,０００円の

内訳は、まず、１節報酬が３億７ ,８４１万５ ,０００円で、応援医師及びパートタ

イムの会計年度任用職員の報酬であります。２節給料８億６ ,７８６万７ ,０００円

は、職員２１６名分とフルタイムの会計年度任用職員１８名の給料であります。３

節手当６億２ ,６６１万１ ,０００円は、期末勤勉手当、特殊勤務手当等でございま

す。４節の法定福利費２億８ ,１０３万円、それと、５節の退職給付費１億６ ,８７

３万円は、退職給付引当金繰入額でございます。６節賞与引当金繰入額１億１ ,５

４１万円及び７節法定福利費引当金繰入額２ ,１８７万２ ,０００円は、翌年度に支

出する賞与及び法定福利費のうち、当年度分を計上するものでございます。  

 ２目材料費６億９ ,７９７万６ ,０００円の内訳は、１節薬品費３億９ ,３５７万

７ ,０００円から４節の医療消耗備品費１５０万円まで、御覧の各材料費でありま

す。  

 ３目経費８億５ ,０６６万２ ,０００円の内訳は、まず、本ページのほうでは、１

節の厚生福利費８５万１ ,０００円から１２節の保険料５４４万６ ,０００円。続い

て、次のページを御覧ください。２６節の雑費まで２５万、こちらまでが、御覧の

とおりの各経費でございます。特に７節光熱水費、８節の燃料費、これは、昨今の

料金高騰によりまして、昨年度と比較で、合わせて約４ ,０００万円ほど増額とな

っております。なお、こちらも１１節の修繕費、１３節の賃借料及び１５節の委託

料の内訳につきましては、後ほど資料のほうで説明をさせていただきます。  

 ６ページのほうをそのまま御覧ください。  

 ４目減価償却費ですが、３億２ ,７５９万１ ,０００円の内訳につきましては、１

節建物減価償却費１億６４９万３ ,０００円から５節その他有形固定資産減価償却
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費１９万８ ,０００円まで、各資産に係る減価償却費であります。  

 ５目の資産減耗費６０４万円の内訳は、１節の棚卸資産減耗費が２万円、２節固

定資産除却費が６０２万円でございます。  

 ６目の研究研修費１ ,０００万６ ,０００円の内訳は、１節図書費が２３６万９ ,

０００円、２節旅費交通費が３３９万３ ,０００円、３節の研究雑費が４２４万４ ,

０００円です。  

 ２項医業外費用のうち、１目支払利息及び企業債取扱諸費２ ,６６４万７ ,０００

円の内訳につきましては、１節企業債利息が２ ,６０４万７ ,０００円、２節一時借

入金利息が６０万円です。  

 ２目の患者外寝具賃借料、１節患者外寝具賃借料は５６万３ ,０００円でありま

す。  

 ７ページです。  

 ３目雑支出、１節雑支出８ ,５８０万１ ,０００円は、貯蔵品、建設改良費に係る

控除対象外消費税であります。  

 ４目消費税及び地方消費税、１節消費税及び地方消費税は６０８万９ ,０００円

です。  

 ３項特別損失は、１目過年度損益修正損、１節過年度損益修正損で５０万円であ

ります。  

 以上が収益的収入及び支出の予定額であります。  

 続きまして、（２）資本的収入及び支出でありますが、収入の部、１款資本的収

入、１項企業債は、１目企業債、１節企業債１億９ ,８５０万円で、医療機器整備

事業債ほかでございます。  

 ２項負担金は、１目他会計負担金、１節一般会計負担金３億３６０万７ ,０００

円は、一般会計からの繰入金のうち、資本的収支に係る分で、内容は、企業債元金

償還金分の負担金であります。  

 ３項投資返還金は、１目投資返還金、１節学資貸与金返還金で１ ,０００円。  

 ４項寄附金は、１目寄附金、１節寄附金を給付金で１ ,０００円でございます。  

 それでは、８ページのほうを御覧ください。  

 支出の部であります。  

 １款資本的支出、１項建設改良費のうち、１目資産購入費は、１節器械備品購入

費で１億７ ,５９０万円、２節車両購入費が２５０万５ ,０００円で、内訳は、こち

らも後ほど資料のほうで説明をさせてもらいます。  



－１１－ 

 ２目の工事費、１節工事請負費２ ,５１７万７ ,０００円は、電気設備等工事費で

ございます。  

 ２項企業債償還金は、１目企業債償還金、１節企業債償還金で５億２ ,４５６万

８ ,０００円でございます。  

 ３項投資は、１目投資７２０万円の内訳は、１節学資貸与金６００万円、２節貸

与金１２０万円でございます。  

 以上が資本的収入及び支出の予定額であります。  

○濵中副委員長   事務長、すみません。ここで暫時休憩を取らせてください。  

（休憩  午後  １時３５分）  

 

（再開  午後  １時４１分）  

○濵中副委員長   休憩前に引き続き続行いたします。  

○佐野総合病院事務長   それでは、続いて、９ページのほうを御覧いただきたい

と思います。  

 こちらは、令和５年度の予定キャッシュ・フロー計算書です。令和５年度、１年

間の現金の増減を表わすものでございます。  

 まず、１、業務活動によるキャッシュ・フローは、合計２億６ ,４１９万１ ,００

０円。２の投資活動によるキャッシュ・フロー、こちらのほうが合計１億１ ,０６

５万２ ,０００円であります。１０ページのほう御覧ください。３、財務活動によ

るキャッシュ・フローですが、合計マイナス３億２ ,６０６万８ ,０００円。以上に

よりまして、１年間の資金増加額は４ ,８７７万５ ,０００円となり、資金期首残高

が１２億３ ,０５２万９ ,０００円であるため、資金期末残高は１２億７ ,９３０万

４ ,０００円であります。  

 続いて、１１ページのほうを御覧ください。  

 給与費明細書でございます。給与費等の合計は、前年度２３億７ ,３４６万９ ,０

００円、本年度が２４億４ ,７０８万円、前年度と比較して７ ,３６１万１ ,０００

円の増額でございます。詳細につきましては、１１ページの下段の表から１５ペー

ジまで記載をしておりますので、御覧をいただけたらと思います。  

 次に１６ページのほうを御覧ください。１６ページ１７ページです。  

 債務負担行為に関する調書であります。こちらは、複合機使用料ほか３２件の債

務負担行為について記載をしてございます。  

 続いて、１８ページ、こちらのほうを御覧ください。  
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 令和５年度の予定損益計算書であります。  

 １、医業収益が３４億９ ,９００万５ ,０００円、２の医業費用は４２億８ ,２５

４万６ ,０００円、医業損失は７億８ ,３５４万１ ,０００円であります。３、医業

外収益は６億７７０万４ ,０００円、４、医業外費用が１億８ ,０９８万円、経常損

失は３億５ ,６８１万７ ,０００円であります。  

 １９ページのほうを御覧ください。  

 ５の特別利益は１０万円、６、特別損失は５０万円、当年度損失が３億５ ,７２

１万７ ,０００円であります。  

 前年度繰越欠損金９億４ ,８１８万１ ,０００円であるため、当年度未処理欠損金

は１３億５３９万８ ,０００円であります。  

 それでは、２０ページのほうを御覧ください。  

 こちらは、令和５年度尾鷲市病院事業会計の予定貸借対照表でございます。  

 資産の部につきましては、１、固定資産合計が３０億８ ,８６６万２ ,０００円、

２、流動資産合計が１８億３ ,６３９万８ ,０００円、以上により、資産合計は４９

億２ ,５０６万円であります。  

 続いて、２１ページです。  

 負債の部につきましては、３、固定負債合計２０億８ ,７５２万２ ,０００円、う

ち企業債が１２億９ ,３１９万２ ,０００円、退職給付引当金が７億９ ,４３３万円

であります。４の流動負債合計、こちらは８億８ ,８６２万６ ,０００円で、うち企

業債が５億５ ,６９５万８ ,０００円、引当金が１億３ ,７２８万２ ,０００円であり

ます。５、繰延収益合計１億９ ,１０９万２ ,０００円。以上により、負債合計は３

１億６ ,７２４万円であります。  

 続いて、２２ページのほうを御覧ください。  

 資本の部につきましては、６、資本金が２億８５万６ ,０００円、７、剰余金合

計が１５億５ ,６９６万４ ,０００円、うち資本剰余金が２８億６ ,２３６万２ ,００

０円、欠損金が１３億５３９万８ ,０００円。以上により、資本合計は１７億５ ,７

８２万円となり、負債資本合計は４９億２ ,５０６万円であります。  

 ２３ページ、２４ページにつきましては、財務諸表の作成に当たり採用した会計

処理の基準及び手続を注記として記載しております。  

 ２５ページから３１ページにつきましては、前年度の財務諸表等でございます。  

 最後に３２ページのほう御覧いただきたいと思います。  

 企業債明細書であります。  
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 令和５年度末の未償還残高合計が１８億５ ,０１４万９ ,７７０円となり、前年度

当初予算と比較しまして３億２ ,７５６万７ ,６４９円の減であります。  

 以上で予算書の説明となります。  

 この後、総務課長のほうから資料の説明をさせていただきたいと思います。  

○高濱総合病院総務課長   それでは、令和５年度尾鷲市病院事業会計予算書につ

いて、主な項目を資料を使って説明させていただきます。  

 それでは、１ページを御覧ください。  

 こちらは、当初予算の医業収益の入院収益と外来収益を診療科別にしたものでご

ざいます。上段の入院収益の主なものから御説明いたします。  

 まず、内科が１日平均８１ .６人だったのが、９６人への増加をさせています。

その要因としましては、現在、内科の常勤医師が４名ですが、４年度の予算編成時

は６名で編成しております。今年度、５年度は８名に増員することに伴い、患者数

の増加を見込んでおります。  

 次の行の外科につきましても、９ .３人から１２ .２人に増加を見込んでおります。

それは、常勤医が２名から３名に増員することに伴って、患者数の増加を見込んで

おります。  

 次の行の整形外科につきましては、南委員の質疑でもお答えしましたが、常勤医

師の１名から２名の増加を反映することができませんでした。そのために、４年度

の予算編成は、このときは常勤医師２名で組んでおります。今回１１ .３から５ .４

ですので、常勤医１名の体制で予算編成となりました。  

 続きまして、真ん中ぐらい、眼科の入院収益がゼロになった要因は、昨年の第３

回定例会で提出しました補正予算の中で、行政常任委員会で説明をさせていただき

ましたが、眼科の入院病棟を地域包括ケア病棟のほうに移動させました。そのため

にゼロとなっております。  

 ただ、一番下、入院のほうの下から２行目で、地域包括ケア病棟では、眼科を含

めておりますが、３７から３５ .６の減少を見込んでおります。  

 続きまして、下段の外来収益について御説明いたします。  

 簡単になりますけど、外来につきましては、４年度においては、医師不足で医師

の体制が非常勤になったことにより若干患者が離れましたが、非常勤医師により診

療体制を大きく崩すことがなかったため、５年度も患者数はほぼ維持できるものと

見込んでおります。ですので、３６２ .２から、３５１ .７と若干減らしております

が、ほぼ横ばいを見込んでおります。  
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 ２ページをお願いします。  

 こちらは、修繕費の内訳でございます。まず、医療機器・器具修繕費は、４年度

同様に１ ,０００万円を計上しております。  

 次に、施設設備関係修繕費ですが、当初予算に予定する修繕の見込みが少ないこ

とから、計上する修繕は、４年度と比較して約１ ,６００万円の減となっておりま

す。  

 ３ページをお願いします。  

 こちらは、賃借料の内訳でございます。駐車場その他の金額につきましては、１

７か所で前年と同額になっております。その下の寝具布団等は３７万９ ,０００円

の減額、医師用の借り上げ住宅は、医師の増員により２５２万円の増額となってお

ります。医療機器賃借料では、一番上の在宅酸素①は、対象の患者数の減少により

５２万７ ,０００円の減額、真ん中やや下、Ｃアームシステム、ポリグラムシステ

ム、ベッドサイドモニターは、購入したためゼロ円となっております。  

 一番下のその他の医療機器賃借、４年度はＭＲＩの移動車をレンタルしたため、

５年度はそれがないので１ ,０３５万８ ,０００円の減額となっております。  

 一番下の項目で、次にその他の賃借では、病院のカーテンの更新により７９万２ ,

０００円が増額しております。  

 続きまして、４ページをお願いします。  

 こちらは、委託料の内訳でございます。医療事務委託では９万７ ,０００円の減

額、院内業務委託につきましては９６４万の減額で、院内清掃業務と警備委託にお

きましては、４年度は、債務負担行為限度額を計上しておりましたので、５年度は

契約金額が確定しておりますので、それぞれ契約金額を計上して、御覧のような減

額となっております。給食の調理業務におきましては１４０万４ ,０００円の増額

となっております。  

 その下の項目で、医療機器の保守委託につきましては、全体で２ ,２４７万３ ,０

００の増額で、主な要因は、１行目のＭＲＩの保守が５年度は始まります。これは

まだ５か月だけですので４１２万５ ,０００円となっており、真ん中辺り、リニア

ック装置、リニアック用ＣＴ装置、リニアック用治療システム、この保守で、令和

４年度は３か月分だったんですけど、５年度は年間通じての保守となりますので、

それぞれ増額となっております。  

 続きまして、次の５ページをお願いします。  

 建物設備保守委託ですが、ほぼ同額で４７万８ ,０００円の減額となっておりま
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す。コンピューター保守のほうでは２０万８ ,０００円の増額で、主なものが、電

子カルテの保守の一部が前年度は９か月だったんですけど、今年度からはフルに１

２か月分となっております。そのための増額となっております。その他委託では５

０２万７ ,０００円の増額となっておりまして、主なもので、給食材料費が単価の

増額により５６６万７ ,０００円の増額となり、財務会計システムで、インボイス

対応の改修が必要なため５５万、見込んでおります。  

 ６ページをお願いします。  

 こちらは、今年度購入予定の医療機器でございます。医療機器で主なものは、一

番上のＣＴ装置７ ,７００万円、乳房用デジタルエックス線装置、いわゆるマンモ

グラフィー２ ,１４５万を予定しております。続きまして、超音波画像診断装置、

いわゆるエコーなんですが、１ ,３０９万を予定しております。一番下のほうの項

目で車両購入費、こちらは、給食の配膳をする温冷配膳車、これを２台、２５０万

５ ,０００円で更新の予定でございます。  

 以上で尾鷲総合病院の説明を終わらせてもらいます。よろしく御審議賜りますよ

うお願いいたします。  

○濵中副委員長   一般会計予算と資料の説明をいただきました。  

 御質問のある方の挙手をお願いいたします。  

○西川委員   これ、病院の本館の貯水槽がありますよね、高架水槽。あれって、

かなり相当劣化しておって、僕が清掃をやっておるときから、これはもう替えたほ

うがいいんじゃないのかという意見を言わせてもらっておったんですけど、これ、

予算に上げてないということは、ぶっ壊れるまで使うということですか。  

○高濱総合病院総務課長   手元に今の新改革プランを持っていないんですが、そ

の中で、年度で記載はしてあるんです。すみません、何年度というのは、ちょっと

即答申し上げ……。  

○濵中副委員長   よろしいですか。  

 他にございますか。  

○南委員   当初予算で、９ページなんですけれども、当年度は損失として３億５ ,

７２１万７ ,０００円を見込んでおります。ただ、皆さんの、何回も言いますけど、

頑張りにより常勤医師が増えたということは、本当に２次救急医療がやっと正常に

戻るということで、救急隊員、特に尾鷲消防署の方もかなり安堵されると思うんで

す。皆さん、現実的には、管内の救急車が松阪、伊勢等へ搬送で、現実に尾鷲に１

台もなかったときが何日間、僕はあったと聞いて、大変な状況で患者を搬送してお
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ったんやなということで、本当に大きな事故もなく、無事回していただいたという

ことは本当に感謝に堪えない次第なんですけれども、今回、内科も８名体制で、救

急のほうもかなりスムーズに、助っ人と尾鷲で回るんじゃないかなということで安

堵はしておるんですけれども、やはり内科医の、総合内科は別にしろ、尾鷲に必要

の内科というのは、循環器系統の専門医、例えばカテーテルのできるドクターがお

られると、なお市民が安心されると思うんですけれども、多分、加藤市長も病院開

設者として、そこら辺りも県やとか三重大関係にプッシュをしていただいていると

思うんですけど、そのこととして、病院の経営の見通しでいくと、医業収支から支

出を引くと、昨年で１２億の単純に赤字、今年度も収支と支出を引くと、かなりの

莫大な赤字になることが分かるんですけれども、そういった意味で、今後の尾鷲総

合病院の方向性というのは、幾分か持続可能なということで、早い時期に、ある程

度、診療人口の減少等も踏まえて、縮小していかな病院経営というのは続かないと

思うんです、本当の話。  

 そういった意味で、予算面の３億５ ,７００万の赤字、これで内部留保金が１２

億、現在プールしておるわけなんですけれども、加藤市長としては、今後の尾鷲の

経営の見込みとして、１２億の内部留保金、大体何年ぐらい賄いできる考えでおら

れますか。１２億がゼロになるまで、何年間ぐらいで。  

○加藤市長   今回、経常で３億５ ,０００万ほど赤字、ただ、修正として、今後、

６月の補正になるのか分からないですけれども、整形の分が、要するに収益と費用

が入っておりませんので、その差引きで、これは私の見込みなんですけれども、１

億ぐらい改善できるんじゃないかなと思っております。そういった中で、私、経営

として一番大事なのは、キャッシュ・フローだと思っているんですよ。今回３億５ ,

０００万のマイナスでございますけれども、令和４年度の未収金が、令和５年度に

４億が返ってきますので、先ほど事務長が報告しましたように、何とか何とかキャ

ッシュ・フローはプラスになると。たしか１２億７ ,０００万ですかね。ただ、損

益のほうが３億７ ,０００万マイナスになるということで、そういう改善は、今後、

強化プランでどれだけ、要するに経費と、あるいは効率のよい医療というものを一

方では考えていかなきゃならないと思いますので、正直申して、私自身は、この規

模の病院だったら、営業利益というのは当然マイナスです。プラスになるというこ

とは、私はこの規模ではあり得ないと思っています。その分を国の補助金等々で賄

いながら、基本的には、キャッシュ・フローで１億円ぐらいのマイナスになるんじ

ゃないかなという、毎年。  
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 一番大きな話は令和７年度ですか、８年度に病院の建設債が１億３ ,５００万、

これがゼロになりますので、ある程度、改善できるんじゃないかと。そうこうして

いきながら、あくまでも尾鷲総合病院で治療を受けている、あるいは入院をしてい

ただけるような体制づくりというのは絶対やっていかなきゃならない。正直言って、

伊勢へ行ったり、松阪行ったりという方も結構ありますけれども、尾鷲総合病院が

入院、外来にしても、一応信頼の置ける病院であるというのは、形成していかなき

ゃならないというのが基本的な尾鷲総合病院の私は在り方だと思います。  

 ですから、それは病院、医師、それから、看護師等々、あと、スタッフを含めて、

おもてなしというか、ホスピタリティーというものをきちんとやっていかなきゃな

らないんじゃないかなと。  

 強化プランについては、今後きちんとした計画を立てながら、また、御報告させ

ていただきたいと思うんですけど、見通しとしては、大体それぐらいになるんじゃ

ないかなと。だから、まずは１０年は必ずもたせて、その間にいろいろ改革をしな

がら、経常段階でプラスゼロになるのかどうかというようなところまでは何とか努

力をするような計画を立てていきたいと、このように思っております。  

○南委員   加藤市長の病院に対する収支計算、１０年は内部留保金を活用しなが

ら回していきたいという希望なんですけれども……。  

○加藤市長   令和８年３月、令和７年度中に１億３ ,５００万の建設事業債が切れ

ますので、だから、令和８年度から、その分がなくなります。その辺のところも当

然のことながら、いろんなものは病院としては投資はしていかなきゃならないんで

すけれども、そういうことを見越しながら、私としては、今、１２億７ ,０００万

のキャッシュ・フロー、内部留保金、これをきちんと維持するためには、１０年間

ぐらいは、現在のところは、それで終わるわけじゃないですから、これからもいろ

いろ改革等々も含めていかなきゃならないと思いますので。  

○南委員   今、加藤市長が言われたように、未償還額、前の旧棟を造ったときの

かなりの借入れが８年、９年で償還されるということなんですけれども、１０年、

１２億の内部留保金をうまく回していくということは、当然病院のベッド数のこと

なんかも、ある程度は削減を入れた上の見込みじゃないのかなというような気がい

たしております。そこら辺はどうですか。  

○加藤市長   このところに対しては、病院、前の改革プラン、コロナが起きる前

に令和元年にもう一回改正した改革プランについては、要するに、病院ベッド数は

五十数床減らしていって、もう少し効率よくしていきたいということは継続した。
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コロナでこれはなっているんですけれども、当然、今後の強化プランには、それは

きちんと。要するに規模に見合った、人口に見合ったベッド数ということで、これ

は縮小するつもりでおりますんですけれども。  

○南委員   やはり少子高齢とともに診療人口の問題というのは大きく病院経営に

関わってくるということでございますので、早い時期に身の丈に合った病院の構築

というのはぜひとも私は必要だと思いますけれども、幾ら高速道路ができても、松

阪、伊勢へ行くと、救急車に電話をかけても、うちからかけたら２時間後にかかっ

てくるんじゃないかなと思うんです、逆に。来ていただいて、尾鷲病院から搬送さ

れるということでも、市民から安心安全の病院の経営というのは、２次救急医療の

充実というのも、加藤市長は当然念頭の中へ入れていると思うんですけれども、何

回も申すように、２次治療よりか、市民が望んでいるのは２ .５次治療です。心疾

患、脳疾患にもこちらで対応できるのが一番望ましい僕は本来の形だと思うんです

けれども、それには程遠い努力をせんなんということで、しかしながら、病院経営

については、これからもっともっと５年、かなり厳しい状況になるんじゃないかな

と思いますので、ぜひともリニアックをはじめ、せっかくの大きな高額治療がある

ということで、リニアックなんかももっともっとＰＲしていただいて、お客を増や

せるような流れをつくるというのが一つの大きな尾鷲病院の役目じゃないかなと思

いますので、ぜひとも加藤市長には、ここ一番、一生懸命これ以上に病院経営につ

いては頑張っていただきたいと強くお願いいたします。一言ありましたら。  

○加藤市長   私は、５年前から尾鷲リニアック、イコール、尾鷲総合病院という

ことで、尾鷲総合病院については、かなり力を入れているつもりでおりますし、今

後も病院経営が成り立つように、あるいは市民の皆さんに本当に安心して行っても

らう病院にはきちんとした形でつくり上げていきたいと、これが私の目標でござい

ますので、頑張っていきたいと思っております。  

○南委員   それと、以前、県から出向されてきておりました、河合元事務長が今

回の三重県の人事で病院事業庁長官が内示されたということでございますので、恐

らく尾鷲病院に関心を持っておられると思いますので、これからもいろんなことは

相談をしていただいて、これは事務長なんかにお願いするんですけれども、より一

層連携を密にして、尾鷲病院のためにも一つでも二つでもお力添えをいただくよう

よろしくお願いいたします。  

○加藤市長   今度の三重県の４月１日付の人事で、要するに医療企業庁の庁長と

いうことで、非常におめでたいことで非常にうれしい話なんですけど、当然今まで
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どおり、河合さんにはいろんな形で相談したりあるいはいろんなアドバイスをいた

だいたりしておりますので、今後も密に交流を深めていきたいと思っております。  

○南委員   ありがとうございました。  

○中村委員   ＣＴスキャンとあれの、新規に入れる、何月に入れられる予定です

か。  

○高濱総合病院総務課長   現在、契約を目指しての最中でして、上半期中にはと

考えております。  

○中村委員   両方ですか。ＣＴスキャンと乳房用エックス線の二つありますよね。

それの両方とも上半期という理解でいいですか。  

○高濱総合病院総務課長   ＣＴのほうは、債務負担行為をさせてもらっているの

で早々にはかかってはおるんですけど、乳房用は年度明けてからになりますので、

ただ、早い段階でやりたいとは思っています。  

○中村委員   それで、医療機器保守点検の委託費用が１３４万２ ,０００円出てき

ているということですか。４ページ。  

○濵中副委員長   資料ですね。  

○中村委員   資料４ページ。  

 この中でＣＴスキャンはゼロになっているんですよ、令和５年度の。それで、乳

房用のほうが１３４万２ ,０００円というのが出ていて、なぜこれが出ているのか

なと思ったんですけれども、これは、早期に入るからゼロで、後半に入るから１３

４万２ ,０００円が立っているという理解でいいですか。  

○高濱総合病院総務課長   ＣＴのほうは、器械の購入時の１年間はメーカー保証

ということで保守はないんですけど、乳房用のエックス線装置はするということで

計上しております。  

○濵中副委員長   よろしいですか。  

 他にありませんか。  

○仲委員   細かい数字で申し訳ないですけど、資料の１の入院の泌尿器科、皮膚

科もそうなんですけど、診療単価のことですもので、これは国が悪いかも分からん

ですけど、泌尿器科が診療単価５万７ ,２３７円が４万１ ,１２０円と極端に下がっ

ておる中で、外来のほうの診療単価はそんなに下がっていないけど、特別の理由は

あるんかいね。  

○松井総合病院総務課主幹   診療単価なんですけれども、抗がん剤のほうとかを

使うか使わないかで単価のほうが大きく変わってくるんですけれども、令和４年の
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ほうは、割と減少傾向にありまして、それで、ほかの病院に先生のほうが今送って

いる傾向もありますので、診療単価のほうが下がるということになります。  

○仲委員   予算書の５ページのほうなんですけど、３の経費の光熱水費、今回は

１億１ ,２７０万持っておるんですけど、前年度８ ,０００万ぐらいやったんやけど、

何％アップぐらいになっていますか、比較で。  

○高濱総合病院総務課長   光熱水費に関しましては、１ .５倍を想定して予算編成

しております。  

○仲委員   中電さんはあんまり上がっていないと思うんやけど、やっぱり施設が

大きいということだね。それはいいです。  

 次に６ページの、これも経費の２０、負担金、バディ医師給付費負担金、この中

身、人数とかあれが分かれば教えてください。  

○高濱総合病院総務課長   負担金のほうの５ ,０００万ですね。外科のほうが大学

に在籍したまま出向で１名、バディが１名、自治医の２名が県職のまま派遣という

ことで、この金額で４名を想定しております。  

○濵中副委員長   他にございませんか。よろしいですか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○濵中副委員長   そうしましたら、１点、報告事項がございますので、事務長の

ほうからよろしくお願いいたします。  

○佐野総合病院事務長   ３月１３日以降、国におきまして、マスクの着用は個人

の判断に委ねられるというようなことになりましたけれども、当院では、県を通じ

ての国からの事務連絡によりまして、医療機関への受診、来院者は、マスクの着用

を推奨するということでございますので、先般、院内で検討した結果、来院する皆

様方には、これまで同様にマスクの着用をお願いしたいとすることといたしました

ので、御報告をさせていただきます。  

○南委員   市長、今度新しく内科の循環器の先生が尾鷲病院の院長になられると

いうことで、今の日下院長のポジションはどうなります。それだけ、ちょっとすみ

ません。  

○高濱総合病院総務課長   現在のところ、先生には、ある程度意見をいただくよ

うなポジションにおってほしいということで、副院長で残っていただけないかとい

うことでお願いしております。  

○濵中副委員長   報告事項、終わりました。  

 これで尾鷲総合病院の審査を終了いたします。  
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 ここで休憩いたします。再開は３０分からといたします。  

（休憩  午後  ２時１４分）  

 

（再開  午後  ２時３０分）  

○濵中副委員長   休憩前に引き続き委員会を続行いたします。  

 それでは、ただいまより付託議案の採決に入ります。  

 まず、議案第３号、尾鷲市個人情報保護……。  

 よろしいですか。進行表の一番最後に採決表がありますので、お願いいたします。  

 では、議案第３号、尾鷲市個人情報保護法施行条例の制定について、可決すべき

とする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員でございます。挙手全員で可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第４号、尾鷲市個人情報保護審査会条例の制定について、可決すべきとする

者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第４号は可決すべきものと決しました。  

 議案第５号、地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例の一部改正について、可決すべきとする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第５号は可決すべきものと決しました。  

 議案第６号、尾鷲市公の施設に係る指定管理料の指定の手続等に関する条例の一

部改正について、可決すべきとする者の挙手をお願いします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第６号は可決すべきものと決しました。  

 議案第７号、尾鷲市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、可決すべきとする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第７号は可決すべきものと決しました。  

 議案第８号、尾鷲市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例等の一部改正について、可決すべきとする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  
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○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第８号は可決すべきものと決しました。  

 議案第９号、尾鷲市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正について、可決す

べきとする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第９号は可決すべきものと決しました。  

 議案第１０号、尾鷲市国民健康保険条例の一部改正について、可決すべきとする

者の挙手をお願いします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１０号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第１１号、尾鷲市国民健康保険条例の一部改正について、可決すべきとする

者の挙手をお願いします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１１号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第１２号、尾鷲市普通河川管理条例及び尾鷲市法定外公共物管理条例の一部

改正について、可決すべきとする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１２号は可決すべきとするものに決

しました。  

 議案第１３号、尾鷲市宅地開発事業の基準に関する条例の一部改正について、可

決すべきとする者の挙手をお願いいたします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１３号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第１４号、令和５年度尾鷲市一般会計予算の議決について、中村レイ委員よ

り修正案が提出されております。  

 それでは、提出者であります中村委員より修正案の御説明をお願いいたします。  

 タブレットに資料のほうが送られております。御確認ください。皆さん、資料の

ほう大丈夫ですか。少々お待ちください。よろしいですか。  

 御説明をお願いいたします。  

○中村委員   それでは、修正案の提案説明をさせていただきます。  
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 別紙を御覧ください。  

 令和５年度尾鷲市一般会計予算の議決についてのうち、第１条中、歳入歳出１０

０億１ ,４４７万５ ,０００円から総額８５３万８ ,０００円減額し、１００億５９

３万７ ,０００円に改めるものであります。  

 まず、歳入については、第１２款分担金及び負担金、第１項負担金を６ ,９８７

万４ ,０００円から８５３万８ ,０００円減額し６ ,１３３万６ ,０００円に、歳出の

第９款教育費、第５項保健体育費を４ ,８１６万から８５３万８ ,０００円減額し、

３ ,９６２万２ ,０００円にするものであります。  

 修正内容についてですが、液状化の危険性が高く、浸水域である場所にナイター

照明もない野球場を造り、そこに子供たちを追いやるべきではありません。今、使

われている野球場を潰すための実施設計費に８５３万８ ,０００円もかけるなら、

高台にある安全な野球場にちゃんと改装費をかけるべきです。子供は地域の宝物、

育てる、守るは地域の役目と教育委員会に大きな垂れ幕がかかっています。広域ご

みは高台に、子供は浸水域にとスローガンを変えたほうがいいと言われないように、

この予算を修正したいと思います。  

 以上の理由により、修正案を提出した次第でございますので、御賛同賜りますよ

うお願い申し上げ、提案説明とさせていただきます。よろしく御審議いただきます

ようお願い申し上げます。  

○濵中副委員長   それでは、ただいま御説明いただきました修正案に対する質疑

に入ります。  

 質疑はございませんか。よろしいですか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○濵中副委員長   質疑なしと認めます。  

 これをもって質疑を終結いたします。  

 次に討論に入ります。  

 討論はございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○濵中副委員長   ないようですので、これをもって討論を終結いたします。  

 それでは、これより議案第１４号、令和５年度尾鷲市一般会計予算の議決につい

て採決を行います。  

 まず、本議案に対する中村委員から提出された修正案について採決いたします。  

 本修正案に賛成の方は挙手願います。  
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（挙  手  多  数）  

○濵中副委員長   挙手多数。よって、本修正案は可決すべきものと決しました。  

 次に、ただいま修正可決した部分を除く原案について採決いたします。  

 修正部分を除く部分を原案のとおり決することに賛成の方は挙手願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、修正部分を除く部分を原案のとおり可決す

べきものと決しました。  

 次に、議案第１５号、令和５年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計予算の議決に

ついて、可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１５号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第１６号、令和５年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計予算の議決につい

て、可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１６号は可決すべきとするものと決

しました。  

 議案第１７号、令和５年度尾鷲市病院事業会計予算の議決について、可決すべき

とする者の挙手をお願いします。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって議案第１７号は、可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第１８号、令和５年度尾鷲市水道事業会計予算の議決について、可決すべき

とする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１８号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第１９号、令和４年度尾鷲市一般会計補正予算（第１４号）の議決について、

可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第１９号は可決すべきものと決しまし

た。  
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 議案第２０号、令和４年度尾鷲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

の議決について、可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２０号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第２１号、令和４年度尾鷲市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

の議決について、可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２１号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第２２号、令和４年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の議決につい

て、可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２２号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第２３号、令和４年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第３号）の議決につい

て、可決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２３号は可決すべきとするものと決

しました。  

 議案第２４号、尾鷲市コミュニティバスの指定管理者の指定について、可決すべ

きとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２４号は可決すべきものと決しまし

た。  

 議案第２５号、尾鷲市高齢者サービスセンターの指定管理者の指定について、可

決すべきとする者の挙手を願います。  

（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２５号は可決すべきとするものと決

ししました。  

 議案第２６号、尾鷲市民文化会館の指定管理者の指定について、可決すべきとす

る者の挙手をお願いします。  
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（挙  手  全  員）  

○濵中副委員長   挙手全員。よって、議案第２６号は可決すべきとするものと決

しました。  

 本会議の委員長報告でございますが、当委員会における審査の経過並びに結果に

ついての報告の中で、先ほどの修正案の提案説明についても報告させていただきま

す。よろしくお願いいたします。  

 本日は、以上で行政常任委員会を閉じます。  

 長い間、どうもありがとうございました。お疲れさまでございました。  

（午後  ２時４６分  閉会）  

 


